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4. 北海道南方太平洋海域におけるスケトウダラの
資源動向と発生変動について

前回辰昭・中谷敏邦・高橋豊美・上野元一 (北海道大学水産学部)

1. 漁獲量の経年変化

この海域のスケトウダラは久新他(1961)，林 (1970a)

によると襟裳岬の東側を主産卵場とするA型(襟裳群)

と噴火湾を主産卵場とするB型(恵山群)があり，従来

の主群だった襟裳群に代って恵山群が繁殖し，これが現

在の資源を支えているとしており，小谷地 (1970)が東

北海区でも同様な変化があったと述べ，辻 (1978)は襟

裳から噴火滑を経て三陸沖に至るものは単一の恵山群で

あると要約している。さてこの系群の資源量を反映する

と考えられる漁獲量の経年変化をみると図1の通りで，

北海道襟裳以西海域の漁獲量からわかるようにかなり変

化が激しい。前述の系群交代は漁獲量が極端に少なかっ

た 1950年代に行なわれ，その後恵山群の増大によって

1960年以降は急速に漁獲量が増加し〈林 1970b)，1969 

年後期には 8.7万トンと，かつてない漁獲量を記録した。

一方同一系群を漁獲している東北海区における漁獲量も

恵山群の増大につれて北海道沖の漁獲量増大より遅れて

1970年頃から増加し始め， 1977年には 4.8万トンに達し
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図1. 北海道から東北地方の太平洋岸におけるスケ

トウダラの漁獲統計(ソ連，韓国の漁獲量は主と

して襟裳以西海域のもの)

た。しかし北海道襟裳以西海域では1973年以降，東北海

区でも 1977年以降漁獲量は減少傾向を示し，特に昨年

度の襟裳以西では最盛期の半分近くに落ち込んでいる。

この減少傾向はソ連，韓国の漁獲量の増加(目本，ソ連，

韓国の漁護量合計が20万トン程度)と期をーにしており，

産卵に接岸する前に沖合で外国船団によって大量漁獲さ

れた結果とも考えられる。この観点からすると日本，ソ

連，韓国の漁獲量配分が問題のようで，資源量そのもの

の変動は少いとみることもできょう。しかし未成魚の索

餌の漁獲が多い東北海区の底曳網の漁獲量減少が恒常的

になると，噴火湾周辺に産卵のため来遊する親魚量にも

不安がでてこようし，再生産に充分必要な親魚の確保が

可能なのかという疑問もでてこよう。現実に噴火湾周辺

の産卵群が1967-1973年当時のように海域一帯に安定し

て来遊することは少くなり，群も断続的にしかも局部的

にしか出現しなくなっており，今後に大きな不安を抱か

せる要因がでている。

2. 発生変動

林 (1970b)は 1963年， 1965年， 1968年に発生した年

扱群が卓越して生き残り，これが1966年以降の大漁時代

を保証する原動力となったとしているが，その後特に大

きな卓越年扱群が出ていないようである。この点からす

ると襟裳以西海域で漁獲された過去の 6万トン以上とい

う漁獲量は複数の卓越年扱群による特殊なもので，現在

の5万トン以下の漁獲量が平常水準であると言えないこ

ともない。そこで資源水準を支配する生き残り量の変

動，つまり発生変動が何故おこるのかについて，著者ら

が研究している卵，稚仔幼魚、などの調査や海況を合めた

発生初期減耗などの問題点について検討し，将来展望を

含めて考察する。
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図2. 海洋観測および卯稚仔，幼魚、ならび

に産卵親魚、の採集地点

(1) 卵期の減耗

スケトウダラの産卵場は年によって大きく場所の変動

をするが(前田 1972，前回，他1976)，これは卵稚仔等の

発生初期減耗を少くするという程保存の適応、によるもの

で，親魚、が環境，特に，水塊の変化に対応して場の選択

をしているためと考えられる。これを 1975年11月から

1976年3月に至る漁期聞に調査した産卵場形成について

みよう。図2は海洋観測，卵，稚仔幼魚および産卵親魚

の採集地点を示したもので， St. 2から 16地点に至る測

線上で得られた結果の断面を図3-図5に示す。産卵場

は浅海域に形成され産卵態勢にある熟度 Stage40の雄

が卓越し，卵の採集は11月から 2月まで続いている。ま

た卵が4月にも採集されることから11月から 3月にかけ

て産卵しているものと推定される。この聞に産み出され

た卵が浮遊している表層水温が 120C から 0.50C まで

変化しており， HAMAI et al. (1971)，前田(1974)が

述べている発生環境からすると，期間を通じて常に好条

件であるとは言い難い。図 6-(A)は 1976年4月に噴火

湾内の21地点で稚魚ネットの中層曳 (10-15m層〉によ

って採集された幼稚仔の体長組成である。図7の平均体

長の月別変化を成長曲線と見倣し，かつ成長環境を一定

と仮定して，採集された標本の体長から牌化時期を逆算

すると，府化直後の 4mm から~~f化後 4.5 カ月を経過し

たと思われる体長 38mmのものまで採集されている。

HAMAI et al. (1971)の受精後瞬化までの日数が 20C

で24.5-27.4日， 100Cで10日，著者らの実験ではどC

で17日，遊佐 (1954)は 6.70Cで12日であるとしてい

ることから，これら幼稚仔は12月上旬から 3月下旬に産
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図5. 海況の鉛直断面と表面水1立方米当りスケトウダラ卵の個体数および底刺網による
反当尾数，雄の割合ならびに生殖巣の成熟度組成 (1976，2. 26-3， 4) 
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図6. スケトウダラ幼稚仔の体長組成

A:稚魚、ネットの中層曳(10-15m層)に
よる21地点で採集した集計値
B:中層トローJレの各層曳 (10-90m層)
による10地点で17回採集した集計値

卯され，モードの 12-14mmの群は l月20日頃産卵さ

れ l月下句府化したものと考えられる。また，これらの

大部分を占める 8-24mmのものは12月下句から 1月下

句に産卵され 1月上旬から 2月下句にF閉じしたものの

生き残りであろうと推測される。図6-(B)の1978年6月

に中層トロール (10-90m層曳)で採集された幼稚魚、の

体長組成でもその幅が大きし採集日から逆算すると12

月始めから 2)j下旬産卵， 12月中旬-3月上旬府化した

もので，多〈の幼稚魚 (28-48mm)は12且末-1月20

日頃産卵 1且中旬-2月中旬F嗣七したもので，モード

の34-36mmの群は 1月10日頃産卵， 1月末府{じしたも

のと推察される。産卵期は年により多少異るが，11-3月

で1月が盛期であることから 1月産卵の生き残りの出現

が多いのは当然であるが，前述の1976年， 1978年の幼稚

魚が発生した1975年漁期および 1977年漁期は比較的産

卵期が早く， 1975年漁期は図3に示すように11月中句に

産卵群が接岸した年であり， 1977年漁期も 11-12月に

大量の産卵群が噴火湾内に回避し， 12月中句には海底か

ら海面までの垂直曳で1平方米当り 1439.9個体の卵が

採集された地点があったにも拘らず， 11-12月の生き残

M)~ 

Fe b. Mar. API May June July Aug 

図7. 噴火湾および周辺海域におけるスケトウ

ダラ幼稚仔の体長変化 (1977年， 1978年)

りが極めて少いようである。それは 1975年， 1977年の

11-12月の表層水温が 9.50-120C で， HAMAI et al. 

(1971)の瞬化実験が 20Cで83-94%，60，100Cと水

温が高くなるにつれて府化率が低下するという結果から

も推察されるo

(2) 幼稚仔期の減耗

この期の問題点としてはF間七直後の仔魚、期の水温で，

HAMAI et al. (1971)はyolk吸収期仔魚の生き残りが

20Cで 59%に対し， 100Cで 20%と高温時の減耗が

大きいとしている。次いで重要なことは仔魚、の餌料生物

との出会で，すでに報告したように(前田，他 1979)，購

化後体長 10mm位までは植物プランクトンや甲殻類の

卵，ノープリウス期のもの等が重要な餌料となっている

が，これら餌生物の発生が11-12月には少く， 2-4月に

多く，これが水温と共に11-12月発生卵の減耗を増大さ

せ， 1-2月産卵の生き残り率を高くする要因ともなって

いるであろう。このほか水温の急変，急流，波浪による

自然死亡(林3 他 1968)，ホッケ，アブラガレイ，ソウハ

チ，アカガレイ，マ夕、、ラ，スケトウダラ成魚、等による食

害の減耗があり，さらに定置網，エビ桁網，底曳網など

による漁獲死亡等があげられよう。

以上が卵，稚仔幼魚期を通じての減耗を考察したもの

であるが，この海域の資源管理上から考えた場合，人為的

になし得ることは幼稚魚期の混獲防止と，年間20万トン

という怠大な漁獲量を制限して再生産に充分必要な親魚、

量を確保することであろう。資源水準が高かった1967-

1973年当時には長期間にわたって産卵が行なわれ，それ

らのうち種々の環境条件下のある 1時期の至適環境下で

発生したものだけが生き残って再生産が維持されたので

あろう。しかし，産卵群の来遊量が低下した今日，断続的

にしかも局部的にしか産卵がみられないようになると，

好環境下で発生する機会が低下し，しかも産卵量が少い
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ということは将来の資源動向を予測する場合，大きな不

安材料となろう。

特に1979年漁期には表層水温が 1月でも60_90Cと高

く，この漁期に発生した群の生き残りが危慎される。
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